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県
漁
業
関
係
団
体
は
１
日

、
県

庁
で
令
和
３
年
度
の
水
産
関
係
予

算
や
施
策
に
つ
い
て
自
民
党
大
分

県
連
に
要
望
し
て

、
意
見
交
換
を

行

っ
た

。
県
漁
協

、
基
金
協
会

、

共
水
連
か
ら
５
名
が
出
席
し
た

。

　
山
本
組
合
長
は
冒
頭

「
本
県
の

強
み
で
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
水
産
物
が

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
販
売
状
況
に

あ
る

。
１
２
月
１
日
に
改
正
漁
業

法
が
施
行
さ
れ
る
が

、
漁
業
者
の

理
解
が
得
ら
れ
る
対
応
と
予
算
措

置
が
必
要

。

」
等
と
あ
い
さ
つ

。

次
い
で
１
３
項
目
に
わ
た
る
要
望

事
項
を
説
明
し
た

。

　
本
年
の
新
規
項
目
と
し
て

、
県

漁
業
公
社
国
東
事
業
場
の
計
画
的

な
建
替
え
と
そ
の
裏
づ
け
と
な
る

「
浜
の
活
力
再
生
・
成
長
促
進
交

付
金

」
の
予
算
確
保

。
コ
ロ
ナ
禍

の
水
産
物
拡
販
対
策
の
３
項
目
を

強
調
し
た

。

　
議
員
か
ら
は

、
空
路
減
便
に
よ

る
水
産
物
輸
送
へ
の
影
響

、
移
転

す
る

「
坐
来

」
へ
の
期
待

、
Ｇ

Ｏ
・
Ｔ
Ｏ
・
Ｅ
Ａ
Ｔ
へ
の
対
応
等

に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
た

。
山

本
組
合
長
か
ら
は

、
お
さ
か
な
ラ

ン
ド
Ｏ
Ｐ
Ａ
店
を
オ
ー
プ
ン
し

、

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
積
極
的
な

販
売
戦
略
を
展
開
す
る
こ
と
等
を

説
明

。
今
後
の
理
解
と
協
力
を
要

請
し
た

。

　
１
２
日
に
は
土
居
昌
弘
政
調
会

長

、
森
誠
一
農
林
水
産
振
興
調
査

会
長
に
対
し
て
要
望
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
説
明
し
た

。

　
ま
た

、
１
９
日
に
は
衛
藤
征
士

郎
衆
議
院
議
員
を
水
産
会
館
に
招

き

、
大
分
県
漁
業
公
社
国
東
事
業

場
の
建
設
に
必
要
な
国
費
の
確
保

に
つ
い
て
要
請
し
た

。

　
県
漁
業
関
係
団
体
の
要
望
が
県

や
国
に
伝
え
ら
れ

、
懸
案
の
解
決

に
繋
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る

。

衛藤征士郎衆議院議員（左）に要望書を渡す山本組合長

令
和
３
年
度
国
政
･
県
政
予
算
等
を
要
望

要　望　項　目

　１ 「水産政策の改革」への対応について
　　（国政・継続）
　２ 資源管理体制の整備について
　　（国政・継続）
　３ 栽培漁業の推進について
　　（国政・県政・新規）
　４ 水産業の成長化について（国政・新規）
　５ 漁業用軽油引取税の免税恒久化につい
　て（国政・継続）
　６ 新リース事業の継続と必要予算額の確保
　について（国政・継続）
　７ 赤潮対策について（県政・継続）
　８ 漁場保全事業の推進について
　（国政・継続）
  ９ 沖合域を漂流する流木等のごみ処理に
　ついて（国政・継続）
１０ 養殖用生餌供給安定対策支援について
　（国政・継続）
１１ 漁業就業者対策について（国政・継続）
１２ 漁業無線局の財政支援及び漁業用無線
　機に対する支援について（国政・継続）
１３ コロナ渦に対応した水産物の需要拡大
　対策について　（国政・新規）

　
県
漁
協
直
営
店

「
お
さ
か
な
ラ
ン
ド

」
３
号
店
を
大
分
オ
ー
パ

（
大
分
市
中
央
町

）
１
階
に
開
店
し
た

。
人
通
り
の
多
い
中
心
部

で
新
鮮
な
水
産
物
と
漁
業
情
報
を
提
供
し

、
県
産
魚
介
類
の
地
消

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

。

ＪＦ大分

発行元

大分県漁協

　
豊
前
海
の
干
潟
か
ら
豊
後
水
道

の
リ
ア
ス
式
海
岸
ま
で

、
多
様
な

漁
場
で
さ
ま
ざ
ま
な
漁
業
が
営
ま

れ
る
大
分

。
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
介

類
の
種
類
は
豊
富
で

、
多
く
の
ブ

ラ
ン
ド
魚
に
恵
ま
れ
て
い
る

。

　
Ｏ
Ｐ
Ａ
店
で
は

、
日
頃
目
に

す
る
こ
と
の
な
い
操
業
風
景
な

ど
漁
業
情
報
を
発
信
し
な
が
ら

コ
ロ
ナ
禍
の
消
費
動
向
に
マ

ッ

チ
し
た
形
で
新
鮮
な
水
産
物
を

提
供
す
る

。

の
３
議
案
を
上
程
し

、
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
た

。

 
ま
た

、

「
お
さ
か
な
ラ
ン
ド
Ｏ

Ｐ
Ａ
店
の
準
備
状
況
に
つ
い
て

」

報
告
し
た

。
こ
れ
は

、
理
事
会
に

先
立

っ
て
開
催
し
た
販
売
委
員
会

（
中
根
隆
文
委
員
長

）
の
現
地
調

査
や
今
後
の
工
程
等
の
打
合
せ
を

踏
ま
え
た
も
の

。
３
０
日
の
プ
レ

オ
ー
プ
ン

、
翌
３
１
日
の
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け

、
現
状
と
予

定
を
共
有
し
た

。

　
９
日

、
本
年
度
の
第
６
回
理
事

会
を
開
催
し
た

。
第
１
号
議
案

「
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

」
、

第
２
号
議
案

「
大
分
海
区
漁
業
調

整
委
員
会
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

」
、
第
３
号
議
案

「
モ

ジ

ュ
ー
ル
型
Ａ
Ｔ
Ｍ
運
用
管
理
規

程
の
制
定
及
び
Ａ
Ｔ
Ｍ
運
用
管
理

規
定
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

」
、

　
９
日

、
県
漁
協
佐
賀
関
支
店

に
お
い
て

「
チ

ャ
レ
ン
ジ
１
０

０

」
宣
誓
式
が
行
わ
れ
１
０
０

日
間
の
漁
船
海
難
事
故
防
止
の

取
組
が
始
ま

っ
た

。

　
大
分
海
上
保
安
部
の
西
山
交

通
課
長
は

、
過
去
５
年
間
の
海

難
事
故
２
４
５
件
の
う
ち
約
３

２
％
が
漁
船
の
事
故
と
指
摘

。

昨
年
度
ま
で
実
施
し
た

「
漁
船

セ
ー
フ
テ

ィ
ラ
リ
ー

」
を
発
展

的
に
継
承
し
１
０
０
日
間
の
無

事
故
を
目
指
す
と
共
に

、
安
全

操
業
で
漁
獲
さ
れ
た
地
元
の
魚

を
広
く
県
民
に
届
け
よ
う
と
の

趣
旨
を
説
明
し
た

。

　
県
漁
協
の
山
本
組
合
長
は

「
１
０
月
３
１
日
に
お
魚
ラ
ン

ド
Ｏ
Ｐ
Ａ
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

る

。
安
全
操
業
で
安
心
安
全
な

安全操業と地魚地消へ
県
産
魚
を
届
け
た
い

。

」
、
県

農
林
水
産
部
長
代
理
の
漁
業
管

理
課
大
塚
参
事
は

、

「
安
全
操

業
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
多
彩

な
水
産
物
の
販
売
促
進

、
消
費

拡
大
に
注
力
す
る

。

」
な
ど
と

挨
拶
し
た

。

　
次
い
で

、
須
川
運
営
委
員
長

と
姫
野
副
運
営
委
員
長
が

「
安

全
操
業
し
よ
ん
け
ん

、
大
分
ん

美
味
し
い
海
ん
幸
を
食
べ
ち

ょ

く
れ

。

」
と
チ

ャ
レ
ン
ジ
宣
誓

し
た

。

　
予
定
さ
れ
て
い
た
出
港
式
は

波
浪
の
た
め
中
止
と
な

っ
た
が

大
分
海
上
保
安
部

、
大
分
県
及

び
県
漁
協
の
三
者
で
安
全
操
業

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た

。

　
組
合
員
皆
さ
ん
に
は
安
全
操

業
を
お
願
い
し
ま
す

。

第
６
回
理
事
会
開
催
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編
集
後
記

　
中
津
支
店
か
ら
干
潟
遠
足
の
様

子
を
送

っ
て
い
た
だ
い
た

。
子
供

た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
な

熱
心
な
取
組
に
感
謝
で
す

。

　
最
近

、
気
温
が
急
激
に
下
が

っ

て
き
た

。
皆
さ
ん

、
コ
ロ
ナ
は
も

と
よ
り

、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
に
も

ご
留
意
下
さ
い

。

　
か
ぼ
す
ブ
リ
の
旬
入
り
や
Ｏ
Ｐ

Ａ
店
の
開
店
な
ど

、
大
き
な
行
事

が
目
白
押
し
の
1
0
月
だ

っ
た

。

早
朝
か
ら
休
日
ま
で

、
職
員
の
奮

闘

、
努
力
に
頭
が
下
が
る

。

おさかなランドＯＰＡ店 (上)30日ﾌﾟﾚｵｰﾌﾟﾝ (下)31日ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝ

　
中
津
干
潟
に
見
学
遠
足

「
ひ
が
た
美
人

」
を
学
ぶ
・
碩
田
学
園
児
童

　
県
特
産
の
か
ぼ
す
を
餌
に
加

え
て
育
て
た

「
か
ぼ
す
ブ
リ

」

が
旬
を
迎
え
た

。
２
３
日
の
早

朝

、
大
分
市
豊
海
の
公
設
地
方

卸
売
市
場
で
宣
言
式
が
あ
り

、

旬
の
到
来
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

。

　
主
催
者
で
あ
る

「
お
お
い
た

県
産
魚
の
日

」
運
営
委
員
会
の

山
上
誠
二
会
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍

で
消
費
が
低
迷
し
て
い
る
が

、

か
ぼ
す
ブ
リ
の
旬
入
り
を
契
機

に
年
末
商
戦
に
弾
み
を
つ
け
た

い

」
と
挨
拶

。
県
漁
協
の
山
本

組
合
長
が

「
味
よ
し

、
香
り
よ

し

、
見
た
目
よ
し

」
の
三
拍
子

そ
ろ

っ
た
旨
さ
を
備
え
た

、
と

旬
入
り
を
宣
言

。
さ

っ
そ
く
市

場
関
係
者
に
刺
身
が
振
る
舞
わ

れ
た

。

　

「
か
ぼ
す
ブ
リ

」
の
出
荷
量

は
年
々
増
え
て
お
り

、
県
産
ブ

リ
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
消
費
者

に
定
着
し
て
い
る

。
本
年
の
出

荷
量
も

、
昨
年
の
７
０
５
ト
ン

を
上
回
る
と
見
込
ん
で
い
る

。

味
よ
し

香
り
よ
し

見
た
目
よ
し

年
末
商
戦
に
弾
み
を
！　

許
可
の
制
限
措
置
を
定
め

　
公
示

　
継
続
の
許
可

　
漁
業
調
整
上
の
問
題
に
よ
り
３

年
ご
と
に
見
直
す
必
要
の
な
い
漁

業
に
つ
い
て
は

、
漁
家
経
営
の
安

定
に
資
す
る
た
め

、
許
可
の
有
効

期
限
を
最
長
５
年
と
定
め
る
こ
と

が
可
能
と
な

っ
た

。

　
許
可
の
有
効
期
限
を
最
長

　
５
年
間
に
延
長

 「かぼすブリ」 旬入りを宣言

　
従
来
の

「
許
可
の
内
容

」
に
違

反
し
た
場
合
は
調
整
規
則
違
反
で

あ

っ
た
が

、

「
制
限
措
置

」
違
反

は
漁
業
法
違
反
と
な
り

、
罰
則
が

厳
し
く
な
る

。

・

（
６
月
→

）
３
年
以
下
の
懲
役

又
は

（
１
０
万
円
→

）
３
０
０
万

円
以
下
の
罰
金

　
ま
た

、
密
漁
か
ら
水
産
資
源
を

守
る
た
め

、
ア
ワ
ビ
や
ナ
マ
コ
な

ど
特
定
の
水
産
動
植
物
の
採
捕
や

密
漁
品
の
授
受
を
禁
止
し

、
個
人

に
対
す
る
罰
金
の
最
高
額
が
適
用

さ
れ
る

。

　
・
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
０

０
０
万
円
以
下
の
罰
金

　
こ
の
ほ
か

、
無
許
可
操
業

、
許

可
条
件
違
反
及
び
漁
業
権
侵
害
の

罰
則
も
厳
し
く
な
る

。

　
罰
則
を
強
化

（
中
型
ま
き
網
漁
業
は
毎
月

、
そ

の
他
の
許
可
は
１
年
間
分
の
月
別

結
果
を
翌
年
の
１
月
３
１
日
ま

で

）

　
次
の
申
請
の
内
容
が
従
前
の
許

可
の
内
容
と
同
じ
場
合
は
継
続
の

許
可
と
し
て

、
公
示
に
基
づ
か
な

い
申
請
を
認
め
許
可
す
る

。

・
許
可
の
更
新
及
び
承
継
¨
知
事

が
指
定
す
る
漁
業
に
係
る
も
の
に

限
る

。

・
代
船
等
¨
船
舶
ご
と
に
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
漁
業
の

う
ち

、
許
可
す
べ
き
船
舶
等
の
数

を
定
め
る
漁
業
に
係
る
も
の
に
限

る

。

　
漁
獲
実
績
報
告
等
を
提
出

　
大
分
市
の
碩
田
学
園
の
小
学

生
１
３
４
人
が
１
４
日

、
中
津

干
潟
に
見
学
遠
足
で
訪
れ
た

。

　
県
漁
協
中
津
支
店
で
は
組
合

員
の
本
田
哲
也
氏

（
市
議

、
前

支
店
長

）
が
講
師
を
務
め

、
市

の
漁
業

、
干
潟
の
特
性

、
シ
ン

グ
ル
シ
ー
ド
オ
イ
ス
タ
ー

「
ひ

が
た
美
人

」
養
殖
の
取
組
や
ブ

ラ
ン
ド
化
を
説
明
し
た

。

　
そ
の
後

、
児
童
は
水
が
ひ
い

た
海
に
入
り

、
干
潟
を
観
察
し

な
が
ら
約
１
キ
ロ
沖
合
の
カ
キ

養
殖
場
ま
で
歩
き

、
実
際
の
施

設
や
カ
キ
を
視
察
し
た

。

　
報
告
を
い
た
だ
い
た
中
津
支

店
の
林
智
洋
さ
ん
か
ら
は

「
み

ん
な
久
し
ぶ
り
の
広
い
屋
外
で

今
年
の
う

っ
ぷ
ん
が
た
ま

っ
て

い
た
か
の
よ
う
に
は
し
ゃ
い
で

い
た

。

」
と
の
レ
ポ
ー
ト
も

。

秋
の
干
潟
の
一
日
は

、
子
供
た

ち
の
良
い
思
い
出
に
残
る
こ
と

だ
ろ
う

。

枠
が
定
め
ら
れ
る

。
国
は
余
裕
枠

を
を
認
め
る
こ
と
は
対
外
的
に
説

明
が
困
難
で
あ
り
現
行
実
績
数
を

許
可
枠
と
す
る
考
え
で

、
県
も
こ

れ
に
倣
う
と
し
て
い
る

。

　
従
来

「
許
可
の
内
容

」
と
呼
ん

で
い
た
操
業
区
域
や
操
業
時
期
等

は
許
可
の

「
制
限
措
置

」
と
さ
れ

る

。
知
事
は
海
区
漁
調
委
に
意
見

を
聴
い
た
上
で
制
限
措
置
を
定
め

申
請
期
間
と
と
も
に
公
示
す
る

。

「かぼすブリ」とは･･･
　大分産かぼすを餌に混ぜて育てた養殖ブリ
  （生産量全国１位のかぼすと２位の養殖ブリとのコラボ）

産地（経営体）は･･･
　臼杵市（２）、津久見市（１）、佐伯市（１）
生産量は･･･
　平成２２年度 　９０トン（初出荷）
　平成２９年度 ５５９トン､平成３０年度 ６４７トン､
　令和元年度　７０５トン　と年々増加

流通は･･･
　県内はもちろん、関東や関西地方など全国に
広く出荷されている
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